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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公表番号】特表2003-519260(P2003-519260A)
【公表日】平成15年6月17日(2003.6.17)
【出願番号】特願2001-550299(P2001-550299)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 214/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 216/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 214/26    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    ＣＥＷ　
   Ｃ０８Ｆ 214/26    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 216:12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  27:18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月12日(2007.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　８４～９７．９質量％のテトラフルオロエチレンから誘導される繰り
返し単位と、２～１０質量％の第１ビニルエーテルモノマーから誘導される繰り返し単位
と、０．１～６質量％の第２ビニルエーテルモノマーから誘導される繰り返し単位と、を
含む熱可塑性半晶質パーフルオロポリマーであって、前記第１ビニルエーテルは、パーフ
ルオロエチルビニルエーテル、パーフルオロｎ－プロピルビニルエーテル及びパーフルオ
ロｎ－ブチルビニルエーテルからなる群より選ばれるパーフルオロ－ｎ－アルキルビニル
エーテルであり、前記第２ビニルエーテルは、以下の化学式
　　【化１】

（式中、Ｒは、１～４の炭素原子を有する直鎖パーフルオロアルキル基を表す。）を有す
るパーフルオロビニルエーテルである、熱可塑性半晶質パーフルオロポリマー。
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